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は じ め に
　欧米を中心として近年，産業動物の福祉（アニマルウェ
ルフェア）に関して関心が高まっている。アニマルウェル
フェアの考え方は，経済性ばかりを追い求めるのではなく，
新たに農業生態系の持続と生産物の健全性のために重要な
項目として，世界規模で認識されている。国際的にもOIE
（国際動物保健機構）が2010年の総会においても，獣医師
の役割は，動物の健康管理，公衆衛生管理に加え，アニマ
ルウェルフェアの管理業務を加えた10）。世界的な動きがあ
る中で，わが国でも平成19年から農林水産省は畜種ごとの
「アニマルウェルフェアの考えに対応した飼養管理指針」
の作成を進めてきている。日本において，アニマルウェル
フェアは「快適性に配慮した家畜の飼養管理」と定義さ
れ10），平成20年には採卵鶏，ブタ，21年には乳用牛，ブロ
イラー，22年には肉用牛の飼養管理指針が作成された。
　わが国では今までアニマルウェルフェアに関して深く議
論されることは少なく，アニマルウェルフェアに対する生
産者，消費者，そして獣医師の理解は必ずしも十分ではな
い。領土が狭く，気候の安定していない日本でもできうる
アニマルウェルフェアに配慮した飼育管理の方法，および
アニマルウェルフェアを配慮した生産物をいかに消費者に
理解してもらってあえて食卓に乗せてもらうことができる
のか，「豚」を用いて研究を進めてきた。本報告ではその
一部を紹介する。
豚飼育の現状と耕作放棄地
　現在食肉となる豚の 1 個体あたりの値段は非常に安く，
それに対して一般的に飼料として使われる材料は，以前に
比べるとかなり高騰しており，家族で経営しているような
養豚農家は，経済的に非常に苦しい状態であり，多くの豚
を一気に売るような方法でないと経営ができなくなってい
るのが現状である。
　このような背景から，多くの養豚農家は狭い面積にいか
に多くの豚を生産することができるかを考えざるを得な
い，母豚は通常クレートと呼ばれる前後にしか動けない中
で生活をしており，分娩の際も分娩クレートの中に入れら
れており（図1-a），母豚が動き回って子豚を踏まないよう
にしている。子豚たちは 3 週間で離乳されると他の子豚と
混ぜられて育成室（図1-b）に移り，ある程度の体重にな
ると肥育室（図1-c）に移動する。子豚は約 6 か月で110キ
ロを超えると出荷される。
　母豚のクレートでの飼育は母豚の快適性を重視した飼育
には当てはまらず，EUでは豚のクレート飼育やつなぎ飼
いは2013年から禁止となっている。しかし，分娩クレート
を分娩房からとりのぞくと，母豚は子豚を押し潰したり踏
みつけたりして死に至らしめることが多い。母豚が子豚を
踏んでしまう原因は母豚が子豚を育てるために与えられて
いる分娩房の面積が狭いため，子豚が母豚をよけられずに
圧死してしまうのである。もし， 1 頭の母豚にある程度以
上の面積を与える事ができれば子豚の圧死の問題は避けら
れる。現在の日本においては，養豚農家は限られた土地面
積しかないため，豚 1 個体あたりの面積が小さくなりがち
図 1 a．　 大規模養豚農家で用いられている分娩クレートに
入った母豚と，生まれて 1 週間程度の子豚
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である。さらに豚の売値をかんがみ，農家の経営を考える
とどうしても狭い土地においても大規模に養豚を行わない
と経営を持続させることが不可能であり，母豚の精神的な
負担はあるが面積を取らずに子豚を生ませられる分娩ク
レートの使用や，狭い育成室や肥育室での肉豚の管理をせ
ざるを得ない現状である。アニマルウェルフェアを豚飼育
に導入するには，農家の人の手をあまり患うことなく行う
事，また限られた土地でできうる新しいウェルフェア飼育
の方法の開発と，現在価格が低すぎる豚肉の値段に関して
の再考が必要となっている。
　前職において我々は，この現状に対し，近年農家の高齢
化や稲作の生産調整に伴い耕作放棄地が増加していること
に着目した。耕作放棄地は放置すると野生動物が里の農地
のそばまでやってくることにつながり，鳥獣害による農作
物の被害を急増させてしまうが，耕作放棄地での家畜の放
牧は副次的効果として獣害を軽減させることが報告されて
いる9）。耕作放棄地での牛の飼育は行われているが8），我々
は養豚農家も耕作放棄地での豚の放牧飼育を取り組めるよ
うに豚の屋外放牧の可能性を検証することを考えた。現在
耕作放棄地には牛やヤギが多く放牧されることがあるが，
田や畑に戻すには，牛は表層の草を食べるだけしか行えず，
山羊は木の幹や，草を食べるが雑草や藪になったような小
さな木々を根から掘り起こすことはできず，結局は人がト
ラクターなどでその土地を最後に掘り起こさないといけな
くなる。そこで，豚の行動に着目したわけであるが，豚は
ルーティングとよぶ土を掘り起こす行動をする5）。この
ルーティング行動によって豚は耕作放棄地に生えている小
さな木や草を根こそぎ掘り起こし，葉や草などの植物を食
べ，土地を完全に裸地化することができるはずである。さ
らに，ブタは 6 か月で出荷体重に至るため，東北地方でも
夏の期間のみの豚の放牧でルーティングによる耕作放棄地
の農地への再生と出荷までの豚の肥育ができるはずである
と考えた。
耕作放棄地の有効活用と豚の育成
　ブタ，特に生まれたばかりの子ブタは生理学的に未熟で
あるため，体温調整ができず，寒さからのストレスに弱い。
成ブタの飼育の際の適正温度は15－19度であるのに対し子
ブタの適正温度は30－34度である2）。我々は屋外の耕作放
棄地に母豚のための寒さ除けの板で囲んだ寝床と子豚のた
めのヒーティングランプのついた簡易保温箱を設置するこ
とで屋外での分娩と離乳までの育成が可能か，屋内の通常
分娩下，育成下での子ブタと比較して生理学的，行動学的
に屋外分娩，育成が可能であるのかを調べた。本研究は日
本式の豚のウェルフェア飼育の 1 つとして方策放棄地を利
用した屋外飼育が新たな豚農家が取り入れ可能な方法の一
つとしてくわえられるのかを検証することを目的とした。
〈材料と方法〉
　13頭の妊娠ブタ（大ヨークシャー種 8 頭，バークシャー
種 3 頭，デュロック種 2 頭）を用いた。13頭の妊娠ブタは
屋内群と屋外群の 2 グループに分けられ，出産予定日の 7
日前に，屋内群は豚舎内の一般的な分娩クレート（コンク
リート床の長さ2m，幅1mクレート）に移され，屋外群は
2 頭の妊娠豚を長さ10m，幅4mの耕作放棄地を屋外の土
の上に建てた簡易放牧施設に移した（図2-a，b，c）。
　 両群において，生まれた子ブタは28日齢で離乳させた。
子ブタが生まれてから 7 日齢迄ビデオ撮影により受乳回数
を数え，離乳まで週 1 回の体重測定と便内の寄生虫検査を
行い，離乳の28日齢では静脈血採取を行い，CBC，生化学，
IGF-1，血液中の鉄量を調査した。
　家畜の放牧飼育を試みた時に常に問題になるのが，放牧
地の土の汚染と環境への影響問題である。今回は放牧前と，
1 シーズン（ 4 か月）の間に母豚 6 頭と子ブタ62頭が分娩
から離乳までいた後の放牧地を25ブロックに分けて各ブ
ロックから土を100mlずつ採取し，汚染状況を放牧前後で
調べた。
図 1 b．　 生後 3 週間の離乳期から生後 2 － 3 か月の肥育期
までの間に入る育成室の豚房
図 1 c．　肥育室。体重が110キロになるまで肥育される部屋
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〈結果〉
　子豚の体重は，屋内群（n=29）は出生時平均1.7±0.33kg 
で28日齢の離乳時は7.1±1.60kgであった。屋外群（n=39）
は出生時平均1.6±0.27kgで離乳時の28日齢では，8.0±
1.31kgであった（図 3 ）。しかしながら，20日間行った給
餌量（離乳前でも子豚は育成用の餌を食べはじめるため）
は子ブタ 1 頭当たり，屋内群が520gに対し，屋外群は1,208g
で屋外群は飼料をよく食べる印象もあったが，かなり散ら
かしていたため，飼料に無駄が出ることが観察された。
　生後 7 日齢迄の子ブタの 1 日当たりの哺乳回数を屋内群
と屋外群で 7 日間の平均をとって比較したところ，屋内群
は30±1.7回に対し屋外群は30±2.8回であり，群間に違い
は認められなかった。
　便内の寄生虫卵の有無を見る検査により，両群に軽度の
コクシジウム感染症が認められたが，両群とも重傷な下痢
症状を呈することなく，離乳まで成長した。
　血液検査は，屋内群（n=63），屋外群（n=67）を用いて
行った。生化学検査においては両群とも異常値がなく，マ
ンウィトニー検定による群間の比較においても違いは認め
られなかったが，CBC検査においてはヘマトクリット値
やヘモグロビン値において，屋外群の方が有意に高い値を
示し，赤血球数も屋外群の方が多かった（表 1 ）。
　さらにIGF-1は屋内群が116.32±53.60ng/mLに対し，屋
外群は183.90±82.30ng/mLで，T検定試験において屋外群
の方が有意に高い値を示した。また，血漿中の鉄濃度も屋
内群175±161.0μg/dLに対し屋外群は202.05±56.1μg/dL
であった。屋外群の方がT検定により有意に高い値であっ
図 2 c．　 屋外飼育施設の寝床エリアとその奥が子豚用の保
温箱
図 3 ．子豚の体重の変化
図 2 a．　 屋内飼育施設の豚房。中央の分娩クレートに母豚
が入り，周りの隙間に子豚がいる。
図2b．　屋外飼育施設。
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た。
　土壌検査の結果は，25ブロックに分けた放牧地を餌がよ
くこぼれていた場所，排泄エリア，など特徴の似ているブ
ロック同士を癒合し， 8 ブロックにまとめ，それぞれのブ
ロックごとに放牧前と放牧後の土壌環境を調査した（図
4 ）。リンの値は排泄の多かったエリアで上昇していたが，
河川を汚してしまうほどの汚染はなく，牧草を植えるため
の農地としての再利用は可能であることが示唆された。詳
細なデータは添付資料 1 に記載した。
〈考察〉
　屋外の放牧地においても母豚を放牧させて子豚を出産
し，離乳まで育てることは可能であることが本実験からわ
かった。耕作放棄地を利用する場合に豚が逃走しないよう
に工夫をすること，水や飼料の運搬を具体的にどのように
していくかの問題はあるものの，屋外放牧した子ブタの方
が，多くの子ブタで問題となる貧血傾向3，4，7）が見られず，
鉄剤を投与する必要がなかった。ブタ本来の行動である
ルーティングから土を食べることで，土が腸内での吸着作
用を起こし，鉄分が効率よく吸収されたのかもしれない。
今回，耕作放棄地に母豚を放牧し，そのまま離乳まで母豚
と子ブタを耕作放棄地にて飼育していくのは可能であるこ
とが分かった。アニマルウェルフェアを考えたブタの飼育
法の 1 つとして，また，耕作放棄地がもたらす環境や社会
問題への取り組みの 1 つとして，耕作放棄地への豚の放牧
もいろいろな方法がある中での新たな 1 つの引き出しとし
て活用できるかもしれないことが示唆された。
　本研究はさらに，耕作放棄地を模した土地での豚の育成，
肥育，さらに生産された豚肉の食味検査，肉の組織検査も
行っている。本研究の結果は徐々に報告していくつもりで
あるが，総括として，放牧豚は飼料効率も従来の屋内での
飼育法と変わらず，豚丹毒ワクチン接種から得た免疫機能
も室外飼育ブタの方が優れており，生産物である豚肉も従
来法よりも屋外放牧地で飼育した豚肉の方が加熱したとき
にジューシーで豚肉特有の臭みもなく，また，Ⅰ型筋繊維
の太さも従来の屋内飼育群よりも太く，食味性が増した理
由と考えられた。耕作放棄地を用いたブタの屋外放牧は，
これから応用できる可能性を秘めていることが分かった。
豚肉消費者の意識調査
　農林水産省から，動物の快適性に配慮して家畜を飼育す
るように指針は出されたものの，農家の作る生産物を購入
する消費者は，農家の抱える問題を理解していない。農家
が家畜の快適性に配慮して生産すると，従来の経済性重視
の飼育法で販売するよりも生産物の価格が高くなってしま
う。そうなると，消費者は従来法で飼育された価格の安い
生産物を買い求めてしまうため，ウェルフェアに配慮しよ
うと努力している農家が報われない事実がある。EUにお
いては，家畜のウェルフェアを配慮した畜産物に対しては
表 1 ．子ブタのCBC検査結果
（unit）
RBC
（x104/mL）
HGB
（g/dL）
HCT
（%）
MCV
（fl）
MCH
（pg）
MCHC
（g/dL）
WBC
（x102/mL）
PLT
（x104/mL）
Indoor
（n=69）
527.25±153.40 8.64±2.13 25.59±8.00 50.52±4.52 16.94±3.58 33.37±4.85 156.99±75.74 65.62±21.07
Outdoor
（n=63）
685.32±36.65 13.09±0.79 40.57±2.26 59.19±2.29 19.12±1.04 32.28±1.04 124.37±41.36 49.36±9.06
図 4 ．土壌調査のために豚飼育前に飼育施設を25ブロックに分け，飼育後に 8 ブロックに統合した。
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WQ（Welfare Quality）というシールを付けることで消費
者に理解してもらったうえで消費者がどのような農家に共
感し，生産物の購入を通して農家のサポートをしたいか，
安心安全をどこまで求めるかで商品を選べるシステムがで
きあがっている1）。我が国においては，WQシールのよう
な表示は「平飼い」表示のある鶏卵だけで，家畜の飼育法
を記入した指定のラベルのようなものはわずかしかない。
我々は，意識調査研究において，消費者はもしWQのよう
なラベルがあったら参考にするのか，実際に何を考慮して
畜産物を購入するのかアンケート調査を行った。アンケー
ト調査は青森県十和田市にある大型のスーパーマーケット
（イオンスーパーセンター）において，食品売り場にブー
スを設け，通る方全員に声をかけてアンケートへの回答を
お願いし，259名の回答を得ることができた。
　調査では，図 5 の写真を見ていただき，どちらの飼育法
で飼育されている豚肉を購入したいか尋ねたところ，95％
の回答者が放牧豚を購入したいと回答した。しかし，放牧
している豚肉の値段を通常の価格の1.5倍にすると，図 6
図 5 ．アンケートの際に見せた豚飼育写真。Aは従来の豚舎の中の肥育室，Bは放牧風景
図 6 ．通常の1.5倍の価格の放牧豚肉があった際にそれを選んで購入するか否か。
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ブタのウェルフェアを考慮した飼育法の 1つとして耕作放棄地の利用を考える
のように，65.7％の回答者は放牧豚の生産物は購入したく
ないと回答した。高い値段になった豚肉を買い控える率は
家族収入が平均的か，平均以上，平均以下で分類したが，
どのグループも安い豚肉を購入したいと考える消費者が多
かった（図 7 ）。
　さらに消費者に畜産物を購入する際に一番注目する条件
を尋ねたところ，男女に違いはあるものの，多くの回答者
は生産地を一番重要ととらえ，鮮度，そして価格が続いて
いた（図 8 ）。
　さらに，「動物福祉」という言葉や考えに関して，知っ
ているか尋ねたところ，年齢によって知識の差はあるが，
ほとんどの人が知らないと答えている（図 9 ）。しかし，
アンケートに回答したことで興味を持っていただいたこと
は確かで，将来的に飼育方法のラベルが商品にしてあった
ら，それを考慮して生産物を選ぶか尋ねたところ，79％の
回答者が考慮すると答えた。本アンケート調査詳細は
図 7 ．家族年収別にみた高い価格の放牧豚の豚肉を購入するか否か
図 8 ．男女別で見た豚肉を購入する際に重視する項目
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Irimajiriら6）に詳細を記載している。
お わ り に
　アニマルウェルフェア，家畜の快適性に配慮した家畜の
飼育に関しては，農林水産省から指針が示されたものの，
日本で正しく認識され，取りいれられるには時間がかかり
そうである。しかし，政府，農家，そして消費者の 3 者へ
の啓発と教育がイギリスでも示されたように重要であ
り1），日本で行えるウェルフェアを考慮した家畜の生産を
実行していくための調査研究は，今後も必要である。
　今回は耕作放棄地での豚の放牧飼育を試みたが，今回の
研究報告は放牧飼育がすべての問題の解決策だと言う意図
はなく，これからの獣医学生，動物科学科学生には犬や猫
も含まれる家畜の行動学を正しく理解した上で，「情」に
よって考える「愛護」という感情のみではなく，サイエン
スから考える本当の意味でのアニマルウェルフェアの科学
を各々の動物の飼育管理に取り入れていってほしいとねが
う。現在与えられた飼育環境で最大限にウェルフェアに配
慮するにはどのような工夫ができるか，応用力を付けなが
ら常に考えていただきたいものである。
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図 9 ．年代別にみた「動物福祉」と言う言葉を知っているか。
24
